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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)におけるわが国経済は、政府

の経済政策により雇用・所得情勢が改善するなど、引き続き緩やかな回復基調で推移いたしました。しか

しながら、英国のEU離脱問題による影響や、中国をはじめとする新興国経済の減速懸念など、景気の先行

きは不透明な状況が続いております。 

このような状況のもと、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は、5,708百万円と前年同期

比167百万円(2.9%)の減収となりました。売上高に含まれる海外売上高は、2,370百万円(対売上高41.5%)

と前年同期比68百万円(2.8%)の減収となりました。 

利益面では、販売費及び一般管理費が前年同期比42百万円(1.5%)増加したものの、売上原価率の低下に

より、営業利益は540百万円と前年同期比15百万円(2.9%)の増益となりました。しかし、為替の影響により

営業外損益が悪化したため、経常利益は317百万円と前年同期比266百万円(45.7%)の減益となりました。

税金費用を差し引いた親会社株主に帰属する四半期純利益は、230百万円と前年同期比133百万円(36.7%)

の減益となりました。 

 

(デンタル関連事業) 

国内では、当第１四半期連結累計期間において、歯冠用硬質レジン「セラマージュ アップ」や歯科充填

用コンポジットレジン「ビューティフィル キッズ」を市場投入しました。また、CAD/CAM関連の新製品が

売上げに寄与いたしましたが、過当競争による厳しい経営環境の中、前年同期比減収となりました。海外

では、北米・中南米、欧州や中国で堅調に推移しましたが、円高による為替の影響により、前年同期比減

収となりました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、5,258百万円と前年同期比86百万円(1.6%)の減収

となりましたが、売上原価率の低下により、営業利益は554百万円と前年同期比64百万円(13.1%)の増益と

なりました。 

 

(ネイル関連事業) 

ネイル関連事業は、国内において価格競争の激化が続き、厳しい市場環境のなか、売上げが低調に推移

いたしました。また、ジェル製品に関しては、昨年９月に開始した一部カラージェルの自主回収の影響か

ら脱しきれず、回復基調にはあるものの、前期並みの水準には至っておりません。一方海外では、アメリ

カや台湾においてLEDジェル「Presto」の売上げが好調に推移いたしました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、428百万円と前年同期比80百万円(15.9%)の減収

となり、利益面は営業損失21百万円と前年同期比47百万円の減益となりました。 

 

(その他の事業) 

 当社グループの株式会社松風プロダクツ京都において、歯科用研磨材の生産技術を応用し、工業用研磨

材を製造販売しております。当第１四半期連結累計期間の売上高は、21百万円と前年同期比0.7百万

円(3.4%)の減収となり、営業利益は6百万円と前年同期比0.2百万円(3.6%)の減益となりました。 

 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ456百万円減少し、27,848百万円とな

りました。 

資産では主に、受取手形及び売掛金や、商品及び製品が減少しております。 

負債は、前連結会計年度末に比べ27百万円増加し、6,832百万円となりました。固定負債は減少しました

が、未払費用の増加などにより流動負債が増加しております。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ484百万円減少し、21,015百万円となりました。為替換算調整勘定の

減少が主な要因であります。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.5ポイント低下し、75.2%となりました。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

   平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年５月13日に公表いたしました業績予想を修正して

おりません。      

 

 

２． サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実

効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用

する方法によっております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日

以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

（５）企業結合等関係 

  暫定的な会計処理の確定に伴う取得原価の当初配分額の見直し 

平成27年４月１日に行われたMerz Dental GmbHとの企業結合について前第１四半期連結会計期間におい

て暫定的な会計処理を行っておりましたが、前第２四半期連結会計期間に確定いたしました。 

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較

情報において取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されました。 

この結果、暫定的に算定されたのれんの金額1,383百万円は、会計処理の確定により673百万円減少し、

709百万円となっております。のれんの減少は、主に無形固定資産が867百万円、その他の流動資産が33百 

万円及び繰延税金負債が228百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

また、これにより前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益がそれぞれ０百万円減少し、四半期純利益は３百万増加しております。 

 

（６）セグメント情報等 

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日) 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 5,344 509 21 5,875 ― 5,875 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 ― 0 1 2 △2 ― 

計 5,344 509 23 5,877 △2 5.875 

セグメント利益 490 25 6 523 2 525 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日) 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                                 (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 5,258 428 21 5,708 ― 5,708 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 0 0 1 2 △2 ― 

計 5,259 428 22 5,710 △2 5,708 

セグメント利益又は損失(△) 554 △21 6 539 1 540 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３ 「企業結合等関係」の「暫定的な会計処理の確定に伴う取得原価の当初配分額の見直し」に記載の取得原価の当初配分額

の重要な見直しに伴い、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、当該見直し反映後のものを記載してお

ります。 

 

２．報告セグメントごとの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の

方法を同様に変更しております。 

当該変更により、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失(△)に与える影響は軽微であ

ります。 




